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⽬的 分⼦の構造や特徴が流動に及ぼす影響を予測する汎⽤的なシミュレーショ
ンを構築する

内容 平⾯に挟まれた流動解析において、各計算格⼦を連続体でなく、分⼦計算
セルに置き換えることで、現象論による応⼒の構成則を⽤いず流動場を解析する。

結果 ニュートン流体で速度場と圧⼒場の数値解が理論解とよく⼀致した。⾮
ニュートン流体ではシェアシニングによりニュートン流体と異なる速度場と圧⼒
場の数値解が得られた。
利⽤した計算機 OCTOPUS汎⽤CPUノード群

ノード時間 1200 時間
使⽤メモリ 10 GB
並列化 16ノード並列

図（シミュレーション結果）


